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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、インターネット上で多様なアプリケーション品質制御を実現するための基盤要素となる、ルータ
における高速フロー・パケット識別技術を対象とし、パケット識別をより高速化させるビット選択アルゴリズ
ムを提案し、性能評価によりその有効性を示したものである。また、フロー単位だけでなく複数のフローより
構成されるセッション単位のトラヒック制御を実現するため、既存のルータハードウェア資源を可能な限り活
用する新しいセッション識別・制御アルゴリズムを提案し、それらの評価もあわせて行っている。本論文は５
章より構成される。 
 第１章では、本研究の背景および研究目的、次章以降の構成について述べている。 
 第２章では、本研究で対象とする高速ルータにおけるフローおよびパケット識別技術に関する概要、ならび
に関連する研究動向について述べ、当該研究分野における問題点を明らかにしている。 
 第３章では、エッジルータにおける、より高速なフロー識別アルゴリズムの提案を行っている。提案方式は、
これまでIPアドレスの先頭ビットより探索を行うのが定石であったフロー識別において、IPアドレスの任意の
ビット位置を組み合わせたインデックスによる識別子の分割を用いることで、特にアドレス空間に対する要素
数が疎であるフロー識別を効率的に行うことができる。また本論文では、提案方式の性能を左右するビット位
置の決定を動的に行うビット選択アルゴリズムを提案している。さらにビット選択アルゴリズムにトラヒック
の特性を考慮することで、実ネットワーク環境に最適なビット位置を決定することができる。これらの方式に
ついては、シミュレーションによる性能評価により、先頭ビットからの探索と比較して約３倍の高速化を実現
できていることを明らかにしている。 
 第４章では、これまでの研究ではほとんど考えられていなかった、複数のフローより構成されるセッション
単位の識別、およびセッション情報の管理を対象とし、高速・軽量なセッション単位の品質制御を実現する手
法を提案している。特に、ISPの保有する現存設備を可能な限り利用し、ルータに対して機能の追加や機器の更
新を極力行うことなく、軽微な修正で実現することに重点が置かれている。提案手法では、SIPプロキシと連携
し、エッジルータでACL（Access Control List）を格納する識別子テーブルにセッション情報を追加すること
で、高速なセッション管理を実現している。また、ハードウェア資源の有効活用についてはセッションテーブ
ルを新たに導入することで、ACLの消費を軽減させている。シミュレーションによる性能評価を行い、従来方式
より３～８倍の高速化を実現できて、本提案はルータが持つハードウェア資源の範囲内でも有効に機能するこ
とを確認している。 
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 最後に、第５章で以上の研究成果を結論としてまとめ、総括している。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 インターネット上で多様なアプリケーションの効果的な品質制御を実現するには、ルータにおいてフロー識
別をより高速化させる必要がある。本論文は、ルータにおけるフロー識別の高速化のためのアルゴリズムを提
案し、シミュレーションによる性能評価によりその有効性を示している。また、セッション単位のトラヒック
制御を実現するための新しいセッション識別・制御アルゴリズムを提案し、それらの評価を行っている。 
 第１章では、本研究の背景および研究目的と概要について述べている。 
 第２章では、本研究で対象とする高速ルータにおけるフロー識別技術に関する概要、ならびに関連する研究
動向について述べ、当該研究分野における問題点を明らかにしている。 
 第３章では、エッジルータにおけるより高速なフロー識別アルゴリズムの提案を行っている。提案方式はIP
アドレスの任意のビット位置を組み合わせたインデックスによる識別子の分割を用いることでフロー識別を効
率的に行うことを可能としている。また、ビット位置の決定を動的に行うビット選択アルゴリズムを提案して
いる。これらの方式のシミュレーションによる性能評価により、先頭ビットからの探索と比較して約３倍の高
速化を実現できていることを明らかにしている、 
 第４章では、高速・軽量なセッション単位の品質制御を実現する手法を提案している。特に、ISP（Internet 
Service Provider）の保有する現存設備を可能な限り利用し、ルータに対して機能の追加や機器の更新を極力
行うことなく、軽微な修正で実現することに重点を置いている。提案手法では、ISPプロキシと連携し、エッジ
ルータでACL（Access Control List）を格納する識別子テーブルにセッション情報を追加することで、高速な
セッション管理を実現している。シミュレーションによる性能評価を行い、従来方式より３～８倍の高速化を
実現できることを明らかにしている。 
 最後に、第５章で以上の研究成果を結論としてまとめ、総括している。 
 以上のように、本論文は、インターネットの高速化に必要なフロー識別に関して実用的で有用な多くの知見
を得ている。従って、本論文の著者は、博士（工学）の学位を受ける資格を有するものと認める。 
